
AV over IP の概要と利点 
システム構築、機器選定のポイント



AV over IP の仕組み
AV over IP とは HDMI などのデジタル映像信号を 

IPパケットに変換してイーサネット (LAN/WAN) で伝送する仕組みです。

送信機と受信機にそれぞれ IPアドレスを設定することで、イーサネット上での映像信号のルーティングやスイッチングを実現
します。 
送信機と受信機は多機能で構成次第で、柔軟なシステム構築 が可能です。 
必要な解像度によっては既存のLANをそのまま使用可能な場合があります。

192.168.1.11 192.168.1.12



最大ケーブル長を超えての映像延長 
-ビデオエクステンダとの比較-



最大ケーブル長を超えての映像延長 ( 従来の延長 )
ビデオエクステンダ による延長

トランスミッタとレシーバを介して変換された信号をネットワーク化されていないUTPケーブル
でビデオケーブルが可能な距離よりもはるかに遠くまで延長します。

 

 

1対１

 

 

 

 

1対多

100mまでの延長が可能 複数箇所への配信は、 
スプリッタなどで映像を分配



最大ケーブル長を超えての映像延長 ( HDMI / DP )
AV over IP による延長
IPエクステンダはイーサネット( LAN )を介してセグメント事に距離の制限なく延長が可能になります。ネットワークの範
囲であれば無制限に距離を伸ばす事ができます。またIPの特性を生かしたマルチキャスト配信も可能なので、レシーバを増
やすだけで、複数モニタへの映像配信も可能です。

1対１ 1対多

イーサネットを経由して 
距離制限無く延長

マルチキャストで複数箇所へ 
簡単配信



従来のAVシステムとの比較 
-AV over IPで構成をシンプルに-



従来のAVシステム構築の場合

システム構築時には映像の延長意外に専用機器が必要になりることが多々あります。

マルチビューワ ビデオマトリクススイッチビデオウォールコントローラ

・映像ソースはサーバルームに設置 (ディスプレイまでの距離は最長100M) 
・複数のビデオソースの表示切替 (マトリクス) 
・ビデオウォール構築 
・マルチビュー表示

AVシステム 要件



従来のAVシステム 構成
ビデオスイッチング

ビデオウォール制御

マルチビュー制御 

ビデオ延長

専用機器を組み合わせることによりシステム要求を満たすAVシステムを構築できます。 
それぞれ専用機器には専⽤UIが存在し、機器設定と使用方法の学習が必要になってきます。AV コントローラを介して制御する場
合は、それぞれの機器のAPIを統合する必要があるので、開発コストが増える事があります…. 
さらに映像ポートの増設が必要な時は、導入済みの機器ポートが不足する場合は機器⾃体の⼊れ変えが必要になります。



AV over IP によるシステム構築のメリット

柔軟なシステム構成 

構成に必要な機器が減りコスト削減

映像分配 マトリクス切替 ビデオウォール マルチビュー 

ビデオ信号距離の制限なし 

機器増設が簡単

AV over IP 機器は多機能

AV over IP 機器は多機能で、１台で複数の機能を持った機器として動作する事が可能です。



AV over IP AVシステムの場合
AVシステム要件
・映像ソースはサーバルームに設置 (ディスプレイまでの距離は最長100M) 
・複数のビデオソースの表示切替 (マトリクス) 
・ビデオウォール構築 
・マルチビュー表示

マルチビューワ ビデオマトリクススイッチビデオウォールコントローラ

要件を満たすために必要だった専用機器が不要になります。

マルチビューワ ビデオマトリクススイッチビデオウォールコントローラ



オールインワン

AV over IP システム 構成

ビデオスイッチング 

ビデオウォール 

マルチビュー  

ビデオ延長

AV over IPでシステム構成がシンプルになりました。トランスミッタとレシーバの組み合わせで、システム構築が可能に、さらに
専用機器が減りコストを大幅削減できます。映像ポートの増設が必要な時でも、トランスミッタまたはレシーバを追加するだけで
拡張が可能で元のシステムに影響を与えません。さらにコントローラから全て制御可能になり、従来までの複数UIの統合や機器ご
との面倒なシステム設定が不要で運用が簡単になります。



構成例から見る  
AV over IP システム デザイン 

ー目的にあったハードの選択ー



AV over IP 機器選択のポイント

必要な解像度は？ 4K ?  1080P ? 

コネクタの種類は？ HDMI ? DisplayPort? 

準備できるネットワークは? 既存? 新設？ 

遠隔地への配信が必要 ? 

映像の遅延は許容できるか？ 

機器の設置箇所に電源を用意できるか？





ルーティングとスイッチング : 1対１

利用例 
スクリーンミラーリング/ KVM/ 
コンテンツ配信 / ビデオ共有

対応プロダクト

• MCX • MediaCento 4K

ターゲット 
企業 / ヘルスケア/ 政府 / 病院・診療所 / 
高等教育機関 / 研修施設 / 科学・研究施
設 / ミュージアム

従来のビデオエクスタンダを超える柔軟性と拡張性を提供します。USBも延長が可能で延長先でのPCの遠隔操作も可能に
なります。



ルーティングとスイッチング ：１対多

利用例 
オフィス / 会議室 / 研修施設 / 
手術室

ターゲット 
企業 / ヘルスケア/ 政府 / 高等教育 / 
研修施設 /スポーツ会場

対応プロダクト

ID

• MCX • MediaCento 4K• MediaCento 4K

• VS-2001 • VS-2002/2004

1つの映像ソースのコンテンツを複数のディスプレイへの配信が簡単にできます。



ルーティングとスイッチング： 多対多

ターゲット 
企業 / ヘルスケア/ 政府 / 高等教育 / 研究・
研修施設 /スポーツ会場

利用例 
コマンドコントロール室 / 緊急オペレーショ
ン室 / 教育キャンパス / 医療施設 / 研修施設

対応プロダクト

ID

• MCX • MediaCento 4K• MediaCento 4K

• VS-2001 • VS-2002/2004

高品質で低遅延のAVを、フロア内、フロア間、または 組織全体の多数のディスプレイに効率的に配信するのに適します。



ターゲット 
企業 / ヘルスケア/ 政府 / 高等教育 / 研究・研修施設 /
eスポーツ会場

利用例 
コマンドコントロール室 / 緊急オペレーショ
ン室 / 教育キャンパス / 商業施設 / 研修施設

ルーティングとスイッチング：ビデオウォール
対応プロダクト

ID

• MCX • MediaCento 4K• MediaCento 4K

• VS-2001

専用プロセッサを必要とせずにビデオウォールを構築できます。



ルーティングとスイッチング:マルチビュー 
対応プロダクト

• MCX

ターゲット 
企業 / ヘルスケア/ 政府 / 放送

利用例 
コマンドコントロール室 / 緊急
オペレーション室 / 放送スタジ
オ/ 医療施設

マルチビューをネイティブにサポートしており、マルチ
ビューコンテンツの設計と展開をシンプルかつ効果的に
行うことができます。



デジタルサイネージ 配信 over IP
対応プロダクト

ID

• MCX • MediaCento 4K• MediaCento 4K • VS-2001

利用例 
企業の共用部分 / 商業施設 / 
イベント会場 / 学校キャンパス

ターゲット 
企業 / ヘルスケア/ 政府 / 高等教育 /
eスポーツ会場

複数のディスプレイに同じコンテンツを提供する場合、各ディスプレイにデジタル・サイネージ・プレーヤーを設置する
ことは、複雑でコストがかかります。デジタル・サイネージ・コンテンツをビデオ・ストリームとしてIP経由で配信するこ
とで、よりコスト効率の高い配信を可能にする事ができます。



ライブストリーミング over IP

ターゲット 
企業 / ヘルスケア/ 政府 /  
高等教育 / イベント

利用例 
企業の内配信 / イベント配信 
/ 学校キャンパス内配信

対応プロダクト

ID

• VS-2001 • VS-2002/2004

ビデオ・ストリーミング 製品を使用して、企業の放送、朝のアナウンス、その他のライブ・コンテンツを既存のIPインフ
ラストラクチャ上で配信します。



幅広い産業に効果を発揮

AV over IPによるシステムはIPベースであるため、無数のデバイスを簡単に管理できます。 
システム構築が簡単なうえ、比較的安価なUTPケーブルを使用するので様々な用途に適応します。
PoEでの給電も可能なのでイベントなどの仮設環境の構築にも最適です。

レストラン、企業、制御室とオペレーションセンター、デジタルサイネージ、コンサート、 
e-Sports、教育など、様々な産業に柔軟に対応できます。




